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研究成果概要 
本研究では、[1]太陽ダイナモの変遷史と変動メカニズム、[2]古太陽圏環境と宇宙線モ

ジュレーションの長期変動、[3]太陽活動および宇宙線が気候変動に及ぼす影響とそのメ

カニズム、の 3 点を解明すべく、樹木年輪や氷床コア等に含まれる宇宙線生成核種の分

析、樹木年輪や貝化石等の安定同位体分析による古気候の復元、気象データ解析、気候

モデル実験を行っている。 
 平成 23 年度は、具体的に、以下の研究を行った。 
（１） 山形大学に導入された小型質量分析計による樹木年輪中炭素 14 の超高精度分析  
（２） 日本産・台湾産樹木の安定同位体分析によるマウンダー極小期の気候変動特性に

関する研究 
（３） 過去 7 万年間における古海洋 1000/2000 年周期変動の研究 
（４） 二枚貝を用いた太陽活動史の研究 
（５） 過去 1 万年間における太陽活動・宇宙線変動史の研究 
（６） 気候・気象データ解析による、宇宙線増加に対する気候システム応答の研究 
（７） 雲粒の粒径変化と全球気候変化に関する数値モデル研究 
 また、上記（１）、（２）の研究の遂行のため、実験室の整備を行った。 
 山形大学が所有する炭素 14 専用小型質量分析計を用いた、炭素 14 の超高精度分析の

ための基礎実験においては、従来の分析精度を大きく上回る 0.75‰の精度での分析を達

成することができた。平成 24 年度以降は、同精度での安定したデータの取得を目指して

さらなる基礎実験を行う。 
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